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霊的活力と一体感を体験
人

三教区司祭合同黙想会
志
布
志
教
会
主
任

松
田
清
四
朗
神
父

こ
の
四
月
、
志
布
志
教
会
に
着
任
し
た
の

は
松
田
清
四
朗
神
父
（
五
十
八
歳
）
。
奄
美

大
島
は
大
熊
の
出
身
。

「
体
験
と
い
う
よ
り
感
動
し
て
欲
し
い
」

と
は
、
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
る
新
し
い
人

間
関
係
構
築
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
l
。
「
信
仰
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
養
成

さ
れ
る
も
の
」
と
訴
え
て
い
る
。

「
規
則
を
変
え
て
も
教
会
は
変
わ
ら
な
い
。

必
要
な
の
は
司
祭
同
士
、
信
者
同
士
の
人
間

関
係
を
新
た
に
す
る
こ
と
」
「
究
極
の
指
導

性
を
持
ち
な
が
ら
支
配
し
な
い
リ
ー
ダ
ー
が
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標道

三
教
区
（
大
分
、
鹿
児
島
、
那
覇
）
が
合
同
で
実
施

し
て
い
る
教
区
司
祭
の
「
年
の
黙
想
会
」
が
、
六
月
五

日
（
月
）
か
ら
八
日
（
木
）
ま
で
教
区
本
部
と
ザ
ビ
エ

ル
教
会
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
各
教
区
の
現

役
司
教
、
引
退
司
教
、
終
身
助
祭
、
助
祭
を
含
む
四
十

三
人
。
説
教
師
は
高
見
二
一
明
長
崎
大
司
教
だ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
祈
り
と

講
話
と
ミ
サ
を
中
心
と
し
た
も

の
で
、
参
加
し
た
司
祭
た
ち
は

日
頃
の
任
務
か
ら
し
ば
し
解
放

さ
れ
、
司
祭
職
の
原
点
を
見
つ

め
な
お
す
説
教
師
の
話
に
聞
き

入
っ
た
。

六
回
の
講
話
の
な
か
で
高

見
大
司
教
は
、
キ
リ
ス
ト
の
祭

司
職
、
預
言
職
、
牧
職
の
あ
り

方
を
神
学
的
に
明
確
に
し
な
が

ら
、
そ
の
役
務
に
あ
ず
か
り
そ

れ
ら
を
遂
行
す
る
立
場
の
司

教
・
司
祭
の
使
命
と
生
き
方
を

必
要
」
と
こ
れ
ま
で
多
く
の
宣
教
師
が
派
遣

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
変
化
し
な
か
っ
た

日
本
の
教
会
に
反
省
を
促
す
。
そ
し
て
「
教

会
の
変
革
に
は
四
百
年
を
要
す
る
。
だ
か
ら

今
か
ら
動
き
始
き
出
す
こ
と
が
大
切
」
と
言

い
切
る
。
教
区
で
の
本
格
的
始
動
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
説
い
た
。

こ
の
沖
縄
、
大
分
、
鹿
児

島
の
三
教
区
司
祭
の
た
め
の
合
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流

同
黙
想
会
は
二
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。
三

教
区
が
持
ち
回
り
で
主
催
す
る

次
年
度
繰
越
金
過
去
二
年
間
で
三
百
四
十
万
円
減

教
区
司
祭
地
区
財
務
委
員
会

定
例
の
教
区
司
祭
地
区
財

務
委
員
会
が
六
月
四
日
（
日
）

午
後
、
教
区
本
部
で
聞
か
れ

た
。
参
加
者
は
教
区
司
祭
地

区
に
属
す
る
教
区
顧
問
三
人

と
九
教
会
の
各
信
徒
財
務
委

員
の
十
二
人
。

郡
山
司
教
に
な
っ
て
初
め

て
の
会
合
と
な
っ
た
会
議

は
、
自
己
紹
介
、
財
務
管
理

規
定
の
朗
読
の
後
、
二

0
0

五
年
度
決
算
と
二

O
O
六
年

度
予
算
の
審
議
に
入
っ
た
。

決
算
は
承
認
さ
れ
た
が
、

予
算
書
は
記
載
科
目
箇
所
変

更
の
説
明
不
足
の
た
め
後

日
、
修
正
箇
所
の
詳
細
な
説

明
文
書
添
付
を
条
件
に
承
認

さ
れ
た
。

審
議
の
中
で
、
信
徒
財
務

委
員
か
ら
収
入
の
内
訳
で
献

金
収
入
の
約
三
倍
の
額
が
、

司
祭
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
事
実
や
、
教
会
維
持

費
納
入
の
義
務
は
所
帯
単
位

で
は
な
く
収
入
の
あ
る
人

（
年
金
受
給
者
や
、
生
活
保

護
受
給
者
も
含
む
）
全
員
に

あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
目
安

は
収
入
の
三
%
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
周
知
さ
せ
る
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。
会
計
担
当

司
祭
は
信
徒
財
務
委
員
の
ご

苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
同
時

に
、
次
年
度
繰
越
金
が
こ
こ

二
年
で
三
百
四
十
万
円
も
減

少
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し

た。
ル
カ
福
音
書

今
年
の
夏
期
集
中
講
座

夏
恒
例
の
教
区
主
催
「
夏

期
集
中
講
座
」
が
八
月
二
十

一
日
（
月
）
か
ら
二
十
五
日

（
金
）
ま
で
、
鹿
児
島
カ
テ

ド
ラ
ル
一
階
ホ
l
ル
で
開
か

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
鹿
児

島
教
区
が
担
当
の
黙
想
会
で
、

会
場
が
鹿
児
島
教
区
内
だ
っ
た

の
は
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
。

ザ
ビ
エ
ル
教
会
と
教
区
本
部
棟

が
完
備
さ
れ
た
こ
と
と
、
周
辺

に
簡
易
な
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と

が
幸
い
し
た
。

黙
想
会
の
は
じ
め
と
締
め

く
く
り
の
食
事
会
で
は
女
性
信

徒
の
会
や
、
連
合
壮
年
会
の
メ

ン
バ
ー
が
献
身
的
に
奉
仕
し

た
。
他
教
区
か
ら
の
参
加
者
は

心
温
ま
る
接
待
に
大
変
満
足
し

た
様
子
だ
っ
た
。

松
永
久
次
郎
司
教

十
五
年
間
福
岡
教
区
を
導

い
て
き
た
ヨ
セ
ブ
松
永
久
次
郎

司
教
が
六
月
二
日
（
金
）
午
前

一
時
ご
ろ
、
同
教
区
司
教
館
で

亡
く
な
っ
た
。
七
十
六
歳
だ
っ

た
。
同
司
教
の
葬
儀
ミ
サ
は
五

日
（
月
）
福
岡
カ
テ
ド
ラ
ル
大

名
町
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
。

修
道
会
便
り

V
マ
リ
ア
布
教
修
道
女
会

マ
リ
ア
布
教
修
道
女
会

（
ノ
ニ
ニ
・
ミ
ル
カ
管
区
長
）

の
セ
ラ
フ
ィ
ナ
中
村
邦
子
修
道

女
（
大
根
占
教
会
出
身
）
は
、

七
月
二
日
（
日
）
泉
南
修
道
院

で
初
誓
願
を
宣
立
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

れ
る
。今

年
の
テ
l
マ
は
「
ル
カ

福
音
書
に
学
ぶ
」
で
、
講
師

は
竹
山
昭
神
父
（
鹿
児
島
純

心
女
子
大
学
教
授
）
。
講
座

は
例
年
通
り
、
午
前
の
部
が

十
時
か
ら
十
二
時
、
午
後
の

部
は
十
九
時
か
ら
二
十
一

時
、
受
講
料
は
受
講
回
数
に

七
月
二
十
三
日

（日）

十
四
時

叙
階
式

鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

司
式
郡
山
健
次
郎
鹿
児
島
司
教

※
祝
賀
会
は
カ
テ
ド
ラ
ル
一
階
ホ
l
ル
で
行
い
ま
す
。

当
日
、
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い
。

司
祭
の
消
息

V
M
・
ヴ
ィ
デ
ン
マ
ン
神
父

鹿
児
島
教
区
で
長
年
、
活

躍
し
た
レ
デ
ン
プ
ト
l
ル
会
の

ヴ
ィ
デ
ン
マ
ン
神
父
（
現
長
崎

教
区
）

H
写
真
リ
は
こ
の
春
、

直
腸
ガ
ン
の
手
術
を
受
け
現
在

も
治
療
中
で
あ
る
。

五
月
末
、
神
父
を
見
舞
っ

た
郡
山
司
教
に
「
回
復
し
た
ら

ま
た
鹿
児
島
で
働
き
た
い
」
旨

を
告
げ
、
現
場
復
帰
へ
の
決
意

を
述
べ
た
と
い
う
。
教
区
民
も

神
父
の
一
日
も
早
い
回
復
の
た

め
に
祈
っ
て
欲
し
い
。

関
係
な
く
一
人
五
百
円
。
申

込
は
小
教
区
ご
と
ま
と
め
て

教
区
本
部
（
千
八
九
二
l
O

八
四
一
照
国
町
十
三
｜
四

十
二
教
区
本
部
「
夏
期
集

中
講
座
」
係
国

O
九
九
l

二
二
五
1
0
四
四

O
）
ま
で

郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。
締

切
は
八
月
十
六
日
（
水
）

親
が
子
を
失

う
、
人
が
身
近

な
存
在
を
奪
い

去
ら
れ
る
、
そ

ん
な
事
件
が
あ

ら
ゆ
る
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
耳
に
目
に
入
っ
て

く
る
。
呆
然
と
す
る
親
や
関
係

者
の
姿
。
言
葉
に
言
い
表
せ

な
い
悲
し
み
、
「
は
ら
わ
た
が

引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
よ
う
な
」
と

は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
態
な

の
か
V
そ
ん
な
親
や
被
害
者
た

ち
の
多
く
は
加
害
者
に
対
し
て

「
絶
対
に
許
さ
な
い
」
「
極
刑
を
」

と
訴
え
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
も
そ

れ
を
後
押
し
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
悲
し
み
が
そ
の
こ
と
で

勝
利
（
正
義
）
へ
と
変
え
ら
れ

る
の
な
ら
ば
よ
い
の
に

l
Vな

ら
ば
と
、
十
字
架
上
で
死
を
迎

え
た
イ
エ
ズ
ス
を
見
つ
め
る
聖

母
の
悲
し
み
と
そ
の
勝
利
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
V
聖
母
は
ど

の
よ
う
に
民
衆
へ
の
思
い
を
た

め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
現
場
に
居
合
わ
せ
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
者
に
は
そ
れ

を
知
る
術
は
な
い
。
た
だ
連
綿

と
続
い
て
き
た
教
会
の
姿
か

ら
、
聖
母
の
心
を
探
る
の
み
。

そ
れ
は
偉
大
な
者
の
伝
え
る
勝

利
「
そ
れ
で
も
私
は
ゆ
る
そ
う
」

と
い
う
究
極
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

YET! 



(2) 

ザ
ビ
エ
ル
家
の
子
孫
来
鹿

国
目
険
家
マ
リ
チ
ャ
ラ
ル
さ
ん
が
水
上
バ
イ
ク
で
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ザ
ビ
エ
ル
か
ら
十
五
代
目

に
あ
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
冒
険
家

ア
ル
パ
ロ
・
デ
・
マ
リ
チ
ャ
ラ

ル
さ
ん
が
、
六
月
十
三
日
に
ザ
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一
務
り

－
n
n
z
n
百

一

E
E
F
」

圃

J日
R
B
E
P

一
ヨ
ロ
シ

－一伺
V

P
庁
制
H

一
百
円
宣

某
日
某
曜
日
。

御
聖
体
を
カ

バ
ン
に
ふ
ら
り

と
部
屋
を
出
た
。

さ
て
、
昨
年

会
っ
た
ま
ま
の
あ
の
人
は
ど
う

し
て
い
る
こ
と
や
ら
。
受
付
で

五
階
と
案
内
さ
れ
た
先
で
の
返

事
は
「
退
院
さ
れ
ま
し
た
」
。

教
区
事
務
所
と
の
交
信
が
始
ま

っ
た
。
電
話
・
住
所
判
明
。
ピ

ッ
ク
リ
さ
せ
よ
う
、
と
イ
キ
ナ

リ
訪
問
を
決
行
。
パ
ス
を
乗
り

継
ぎ
、
勇
ん
で
は
み
た
も
の
の
、

自
宅
を
特
定
出
来
、
ず
、
事
務
所

か
ら
の
遠
隔
指
示
で
、
な
ん
と

か
目
的
地
ゲ
ッ
ト
。
だ
が
、
本

人
は
、
近
く
の
老
健
施
設
に
入

所
と
の
こ
と
。
再
度
検
索
を
依

頼。
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ビ
エ
ル
教
会
を
訪
れ
た
。
マ
リ

チ
ャ
ラ
ル
さ
ん
は
「
ザ
ビ
エ
ル

の
足
跡
を
た
ど
り
た
い
」
と
ザ

ビ
エ
ル
の
誕
生
日
の
四
月
七
日

に
、
ザ
ピ
エ

ル
が
亡
く
な

っ
た
上
川
島

を
水
上
バ
イ

ク
で
出
発
し
、

台
湾
、
沖
縄
、

徳
之
島
、
奄

美
大
島
を
経

由
し
、
六
月

十
一
日
に
鹿

児
島
市
に
到

着
し
た
。
ム

イ
ベ
ル
ガ
神

父
の
通
訳
で

市
内
の
ザ
ピ

エ
ル
ゆ
か
り

の
地
を
巡
っ

ザビエル公園で

十
数
年
前
の
記
憶
を
辿
り

な
が
ら
再
挑
戦
。
偶
然
出
会
っ

た
K
婦
人
の
車
に
新
任
の
主
任

司
祭
に
も
同
行
を
願
っ
て
イ

ザ
。
昨
年
出
来
た
と
い
う
三
階

建
て
の
き
れ
い
な
施
設
は
カ
ー

ペ
ッ
ト
に
素
足
。
職
員
も
親
切

気
ま
ま
な
あ
る
日

の
お
散
歩
司
牧

だ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
事
務
所

と
交
信
を
始
め
て
か
ら
約
二
時

間
。
つ
い
に
、
涙
の
対
面
。
そ

し
て
、
ま
る
で
炎
暑
の
も
と
冷

た
い
水
を
ご
く
ご
く
と
飲
む
か

の
よ
う
に
、
時
々
声
を
詰
ま
ら

せ
な
が
ら
捧
げ
る
ロ
ザ
リ
オ
一

薩摩の殉教者

レオ税所七右衛門②
要理学習から洗礼へ

妻と二人の子どもがいたという七右衛門について

ホセ・デ・サン・ハシントは「背が高くやせ形、色

はやや黒い。穏やかな性格で、口数が少なく、慎み

深いjとの記述を残している。

七右衛門がキリスト教に興昧を持つようになった

のは友人の信者ジョアン小兵衛の影響。彼からキリ

ストについての話を聞いた七右衛門は、その教えに

興味を持ち、もっと教えを知りたいと願う。そして

七右衛門の教理勉強は、京泊の教会と教会から四里

ほど離れていた彼の自宅で行われた。そして七月二

十二日、聖マリア・マグダレナの祝日に洗礼を受け

ることになった。
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Anεpangatlong bahagi na tatala yin na 
ng agkilala sa Dios ayon sa Simbahan1 
banal na ina, ang Simbahan, ay pinangh 
at nagtuturo na ang Dios, ang unang pina 
h叫isa lahat ng bagay, ay maaring ma恒h
ka崎町山anayon鵠 mundongi且kha縄

gitan .!!if natural na liwan_ag ng pangatuv 
tao＂.回 mgwala ang k ay ang -ito, e 
hindi maaring tumanggap ng kap油aya伊
Subalit ang tao ay mayroori kak y 細

管aynilikha "na kaw叫 is時 Dfos”
孟alagayanng k船 ay錨 .yannakung随

gpuan ng tao ang kanyang路 rill,ay nal 
!}g maraming kahirapa~ nang l?!igkilala s 
kung sa pamama伊tan恒ngng liwanag Ill! 
wiranKahit na mayroon pan阻ogkatuw 
tao, na may kakayahan na mak.iliila ang 1 
Dios, na siyang gu血agabayat may kapall 
paggalaw ng mundo at nagsulat鈍 ating 
g 阻sna naturaL ay mayroon pa rin 1 
na nakakahadlang縄tkaisipan ng tao w 
ang Dios na may likha ng lahat ng bag. 
mundo. Para繍 katotohananna ito ng re] 
Dios at tao ay natatakdaan ng mga llagay na 
mtki.ki阻随kaayusan,at kung ito ay. naisa~ sa ga ・ 
Wal唱・pan郡aoat mabal祖 giannito, sila ay t:im~柏町・
agpara回 pagsukoat pa都a孟wilng sarili 1 
kha. Subalit ang pan都aongkaisipan sa ~ 
国.toay nahahadlangan mt makita ang kat 
，駈ndiJang ng mga sentido at imahinasy1 
rin ng mga panla随時 hindimaayos mt 
錨 nhi皿 orihinalna kasalananKun2 mi 
泊o~y nagkakaroon ng pagdududa sa mga 
kanilana nararanas組 atnakikita. Ka a a 
kaila碍加g関与~maliwanagan ng kap1 
ngu1os，血ndii担当Eiyongmgaba伊yooka:
maUWtwaan k ndi mga bagay rin na bana 
katotohaoong moral na hindi ~ayang a 
pan回ongpangatu~iran, para makilala ng oresent” 

eng kalagayan 
bagay na ito 
nungalingang.Nakakasiguro tayo m 錨 turonglna-
ng S-imbaban ay mas lalo natin makikil剖aa112 Dios 
na Hunav. 
Kaya mga Kababayan ko magtiwa踊 ta抑制turong 
Simbahan. 

た
マ
リ
チ
ャ
ラ
ル
さ
ん
に
、
小

川
神
父
か
ら
記
念
に
ザ
ビ
エ
ル

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
十
三
日
夜
に
は
ザ
ビ
エ

ル
教
会
で
ザ
ビ
エ
ル
顕
彰
会
主

催
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
、
山
口

な
ど
を
巡
り
東
京
ま
で
行
く
予

定
で
鹿
児
島
を
後
に
し
た
。

連
。
お
祈
り
の
後
で
、
主
任
司

祭
を
紹
介
。
半
身
麻
庫
が
痛
ま

し
か
っ
た
が
、
今
も
歌
を
詠
ん

で
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
安
心
。

長
い
問
、
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り

と
療
養
し
て
い
た
羊
が
ま
た
一

人
群
れ
に
戻
っ
た
。
ヤ
ッ
タ
！
。

み
ん
な
で
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
こ
れ

も
、
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
と
の
連

係
プ
レ

l
の
成
果
。
ま
さ
に
、

一
件
落
着
。

小
教
区
を
越
え
た
自
由
気

ま
ま
な
司
牧
を
満
喫
し
た
半
目

だ
っ
た
。

ました。そんな経験からフィリッピン人は仕事人

間で他人に無関心な人たちという印象は消えまし

た。少しずつですが、彼らは私にとって、最初は

家庭教師、それから友人、そして今はどのように

してキリストの善良で愛される弟子になるかを目

指す人生の同じ道を歩む兄弟と思えるようになり

ました。

現在、私は30歳です。どうすれば「兄弟的愛」

を生きる人生を送ることができるかを学びまし

た。その意味で彼らは私の両親でもあります。故

郷を出てから一度も帰っていないので、その問、

特別な方法でこの国が私を育ててくれたと心から

言いたいのです。私はヴェトナム人とフィリッピ

ン人を含めて養成者と友人たちを自分の家族だと

思っています。

司祭養成課程の最後のこの一年を過ごすに当た

り、この数年間、この地に神が私を送って下さっ

たこと、また何時も私とともにいて下さったこと

に心から感謝いたします。私はお世話になった人

を忘れません。そして、主イエス・キリストの生

き方に従う良い司祭になれるように養成と鍛錬に

私の大事な時間を費やすことをお約束いたしま

す。

※タム神学生は、アン神父、ティエン助祭と共

に鹿児島に派遣される予定のベトナム人神学生。

タム神学生の便り

私はヨゼブ・グエン・ホン・タムです。ヴェト

ナム出身で現在、神学課4年生です。フィリピン

のマキタ市にある聖カルロス大神学校の大学院で

学んでいます。私の趣味はスポーツです。ピンポ

ンやテニスをします。サッカーの観戦も好きです。

私はフィリピン人のように気さくな人間です。

今学期（2006年9月～2007年5月）はここでの神

学校生活の最後の年になります。 2001年の夏に私

は気さくで歓待の精神にあふれでいて、しかも暖

かくて美しいこの神学校に来ました。こちらの気

候は私の国と似通っています。冬でも暑いですし

夏はもっと暑いです。食べ物は豪華でしかも美昧

しいです。

この国に来たときの最初の印象はいつも忙しそ

うに働いている人々を見て、ヴェトナムとは随分

違うぞ！ということでした。しかし、ブイリッピ

ン人の神学生が自分に親切にしてくれたり、英語

の発音を熱心に直してくれたり、授業の復習の仕

方を教えてくれたり、自分の言いたいことが相手

に十分に伝わらなかったり、逆に相手の意図する

ことが理解できなかったりしてどうしていL功当分

らなくなった時、心を打ち明けて付き合ってくれ

ヨゼ、フ

民
族
問
の
対
立

に
伴
い
紛
争
が
起

き
れ
ば
、
決
ま
っ

て
、
宗
教
や
文
化

の
違
い
が
取
り
ざ

た
さ
れ
、
そ
れ
が
紛
争
の
原
因

と
し
て
、
誰
も
が
納
得
す
る

「
解
」
と
さ
れ
ま
す
。

果
た
し
て
、
宗
教
や
文
化
が

違
う
と
い
う
こ
と
で
、

常
に
対
立
関
係
が
生

じ
、
最
悪
の
場
合
、
互

い
に
血
を
流
し
合
う
紛

争
に
し
か
向
か
わ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
、
異
な
る
価
値
観

を
持
つ
人
々
や
、
宗
教

や
文
化
の
違
う
人
た
ち

を
真
の
意
昧
で
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

パ
レ
ス
チ
ナ
、
ソ
マ
リ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
世
界
中
の

至
る
所
で
、
対
立
関
係
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、
女
性
や
子
供
た

ち
な
ど
弱
い
立
場
の
多
く
の

人
々
が
難
民
と
な
っ
た
り
、
生

命
を
奪
わ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
な
の
に
、
私
た
ち
の
多
く

は
、
こ
の
事
に
は
無
関
心
で
す
。

思考

対話を通して
で
も
、
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。

一
体
、
そ
こ
（
紛
争
地
域
）
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
単
純

に
、
異
質
な
価
値
観
を
持
つ

人
々
が
対
立
し
合
う
の
は
仕
方

の
な
い
こ
と
だ
と
決
め
つ
け
て

し
ま
わ
な
い
で
欲
し
い
の
で

す。
そ
こ
で
起
き
て
い
る
事
が
、

人
聞
に
と
っ
て
、
普
遍

的
な
問
題
（
人
権
が
抑

圧
さ
れ
た
り
、
人
間
の

尊
厳
が
踏
み
に
じ
ら
れ

た
り
、
差
別
や
搾
取
が

あ
っ
た
り
、
人
間
と
し

て
の
品
位
を
保
つ
こ
と

が
で
き
な
い
程
に
、
衣

食
住
に
事
欠
く
状
況
）

で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
行

動
を
起
こ
し
、
反
抗
を

示
す
だ
ろ
う
な
あ
と
理

解
で
き
れ
ば
、
互
い
に
対
話
を

通
し
て
和
解
し
、
平
和
の
う
ち

に
共
存
し
て
ゆ
け
る
道
を
切
り

拓
い
て
ゆ
く
努
力
を
す
る
こ
と

が
可
能
だ
と
信
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
人
間
と
し
て
、

生
命
の
価
値
を
尊
ぶ
か
ら
こ

そ
、
独
善
を
乗
り
越
え
て
対
話

が
で
き
ま
す
。
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先
月
号
で
は
、
ザ
ビ
エ
ル
を
日
本
に
案

内
し
た
ヤ
ジ
ロ

l
に
つ
い
て
語
り
、
彼
を

取
り
上
げ
た
二
冊
の
本
、
岸
野
久
『
ザ
ビ

エ
ル
の
同
伴
者
ア
ン
ジ
ロ

l
』
（
吉
川
弘
文

館
）
と
新
村
洋
「
天
文
十
八
年
』
（
高
城
書

房
）
を
紹
介
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二

冊
の
書
物
で
、
同
一
人
物
を
、
前
者
は
ア

ン
ジ
ロ
！
と
呼
び
、
後
者
は
ヤ
ジ
ロ
！
と

呼
ん
で
い
る
。
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ

る
の
か
、
奇
妙
に
思
う
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
一
応
私
な
り
の
説
明
を
し
て
お

き
た
い
。

先
ず
ザ
ビ
エ
ル
は
、
彼
の
名
を

「m
吉
岡

2
。
」
と
表
記
し
て
い
る
。
他
に

「
g育
。
」
「

g
－5。
」
な
ど
と
書
い
た
宣
教

司
教
講
話
で

「
神
の
本
気
さ
」

学
ぶ

歴
史
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会

・ン乙7 家~TI乙宰昆J軍事（~‘聾号プコトー『J

門
田
明
氏
の

鹿
児
島
と
キ
リ
ス
ト
教
③

ア
ン
ジ
ロ
ー
か
7

ヤ
ジ
ロ
ー
か
7
・
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ミサの終わりに聖体行列・礼拝が行われた

レ
デ
ン
プ
ト
l
ル

会
が
担
当
し
て
い
る

北
薩
地
区
教
会
の
幹

は
極
め
て
強
い
。
こ

の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
北

薩
大
会
」
も
「
信
徒

交
流
会
」
「
信
徒
大
会
」

な
ど
と
名
前
を
変
え

な
が
ら
、
も
う
三
十

年
以
上
の
長
き
に
わ

た
っ
て
毎
年
続
け
ら

れ
て
い
る
。

今
年
の
大
会
の
テ

ー
マ
は
郡
山
司
教
が

紋
章
に
刻
ん
だ
モ
ッ
ト
ー
「
そ

れ
で
も
喜
び
・
希
望
・
感

謝
」
。
講
話
と
交
流
、
ミ
サ
と

聖
体
行
列
で
北
薩
地
区
の
五
小

教
区
（
出
水
、
阿
久
根
、
川
内
、

大
口
、
入
来
）
の
信
者
た
ち
の

紳
は
一
層
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

午
前
の
講
話
で
講
師
を
務

め
た
郡
山
司
教
は
司
教
自
身
の

信
仰
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
え
る

も
の
を
紹
介
。
特
に
「
神
の
本

気
さ
」
に
つ
い
て
は
放
蕩
息
子

の
例
え
話
を
も
と
に
分
か
り
易

く
、
熱
く
語
っ
た
。
司
教
は

長谷川画伯カヰ晶玉たヤジロー

師
も
あ
り
、
ア
ン
ジ
ロ

l
、
ま
た
は
ア
ン

ジ
ロ
ウ
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
ア
ン
ジ
ロ

l
は
、
い
か
に
も
耳
慣

れ
な
い
日
本
名
で
あ
る
。
歴
史
の
本
や
小

説
な
ど
で
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
も
そ

も
「
ア
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
暗
」
と
同

音
で
あ
り
、
暗
愚
、
暗
黒
な
ど
連
想
さ
せ
、

子
ど
も
に
名
付
け
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な

不
吉
な
印
象
を
与
え
る
語
を
わ
ざ
わ
ざ
用

い
る
親
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
ヤ
ジ
ロ

ー
は
弥
次
郎
と
漢
字
を
当
て
、
弥
一
郎
、

弥
三
郎
な
ど
と
並
ん
で
、
広
く
普
通
に
使

わ
れ
て
い
る
名
前
で
あ
る
。

「
本
気
で
人
間
の
こ
と
を
思
う

神
は
、
人
間
が
ハ
ッ
ピ
ー
で

な
け
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
で
な
い
。

人
聞
が
完
成
さ
れ
る
ま
で
、

人
聞
が
お
ん
父
の
も
と
に
帰

る
そ
の
日
ま
で
お
ん
父
は
祈

り
続
け
ら
れ
る
」
と
語
り
、

「
あ
な
た
が
駄
目
な
人
間
と
い

う
の
は
神
は
分
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
神
は
本
気
に
あ
な
た

の
こ
と
を
考
え
る
。
だ
か
ら
回

心
し
て
そ
の
招
き
に
こ
た
え
て

欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

交
流
を
一
層
楽
し
く
し
て

く
れ
た
昼
食
後
は
、
ミ
サ
が
さ

さ
げ
ら
れ
、
そ
の
後
の
聖
体
行

列
で
有
意
義
な
一
日
が
締
め
く

く
ら
れ
た
。

講

師

は

も

ち

ろ

ん

・

・

・

あ

の

人

奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
連
盟
総
会

奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
連

盟
の
第
二
十
八
回
総
会
が
六
月

十
一
日
（
日
）
、
各
小
教
区
か

ら
二
百
四
十
人
余
り
の
会
員
が

出
席
し
て
大
熊
教
会
で
行
わ
れ

た
。
総
会
テ
l
マ
は
「
今
、
私

に
で
き
る
こ
と
l
家
庭
、
教
会
、

地
域
に
お
け
る
役
割
と
使
命

午
前
十
時
か
ら
始
め
ら
れ

で
は
、
何
故
ヤ
ジ
ロ

i
が
ア
ン
ジ
ロ
ー

に
な
る
の
だ
ろ
う
。
実
は
こ
こ
で
少
し
音

声
学
的
な
分
析
が
必
要
だ
と
思
う
。

人
聞
は
、
子
供
の
頃
か
ら
毎
日
使
っ
て

い
る
母
国
語
の
音
声
に
な
い
音
を
、
正
確

に
聞
き
分
け
た
り
再
現
し
た
り
す
る
の
が
、

非
常
に
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。
ザ
ビ
エ
ル

は
、
山
口
（
ヤ
マ
グ
チ
）
を
「
ア
マ
ン
グ

チ
」
と
読
ん
で
い
る
。
「
ア
マ
ン
グ
チ
」
の

「
ア
」
を
「
ヤ
」
に
変
え
、
「
ン
」
を
取
り

除
け
ば
正
確
な
「
ヤ
マ
グ
チ
」
の
音
に
な

る
。
同
じ
こ
と
を
「
ア
ン
ジ
ロ

l
」
に
当

て
は
め
「
ア
」
を
「
ヤ
」
に
変
え
、
「
ン
」

を
取
り
除
く
と
「
ヤ
ジ
ロ

l
」
に
な
る
。

「
グ
」
の
前
の
「
ン
」
と
、
「
ジ
」
の
前
の

「
ン
」
は
若
干
遠
い
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

排
除
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

ザ
ピ
エ
ル
時
代
の
日
本
語
通
詞
ロ
ド
リ

ゲ
ス
・
ツ
ヅ
も
「
ヨ
守
c」
が
正
し
い
と
明

言
し
て
お
り
、
私
自
身
、
パ
ウ
ロ
・
サ
ン

タ
・
ブ
ェ
の
日
本
名
と
し
て
は
、
ヤ
ジ
ロ

ー
を
使
う
の
が
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

た
総
会
で
は
ま
ず
重
信
会
長

が
、
続
い
て
大
野
和
夫
顧
問
司

祭
が
挨
拶
し
た
。
大
野
神
父
は

「
糸
永
司
教
か
ら
奄
美
は
司
教

を
三
人
も
出
し
て
素
晴
ら
し
い

V
サ
ビ
エ
ル
教
会
堅
信
式

聖
霊
降
臨
の
主
日
の
六
月
四

日
（
日
）
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で

は
堅
信
式
が
行
わ
れ
、
二
十
一

人
が
恵
み
に
浴
し
た

V
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
コ
ン
サ

E
E
E
P
 

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
と
福
者
フ
ァ

l
ブ
ル
の
生

誕
五
百
年
」
と
「
聖
イ
グ
ナ
チ

オ
の
没
後
四
百
五
十
年
」
を
記

念
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

と
言
わ
れ
た
」
こ
と
を
紹
介
し

た
が
、
こ
の
日
、
基
調
講
演
を

行
っ
た
の
は
そ
の
三
人
目
の
司

教
、
郡
山
健
次
郎
司
教
。
郡
山

司
教
は
紋
章
に
刻
ん
だ
モ
ッ
ト

ー
「
そ
れ
で
も
喜
び
・
感

謝
・
希
望
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
そ
れ
で
も
」
に
つ
い
て
講
話
、

「
不
平
不
満
が
多
い
世
の
中
だ

が
、
『
そ
れ
で
も
』
神
は
二
十

四
時
間
オ
ー
プ
ン
で
働
い
て
お

ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
、

賛
美
し
、
前
向
き
の
言
葉
を
口

に
し
て
信
仰
の
質
を
高
め
る
努

力
を
し
よ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
贈
っ
た
。
ま
た
、
朝
目
覚
め

た
と
き
の
数
秒
を
神
へ
の
賛
美

の
時
間
に
し
て
一
日
を
始
め
る

こ
と
、
信
仰
の
三
点
セ
ッ
ト
、

放
蕩
息
子
の
例
え
話
な
ど
を
奄

美
の
方
言
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
話
し
た
。
会
員
た
ち
は
、
飾

ら
な
い
親
近
感
の
持
て
る
司
教

の
人
柄
と
聞
く
者
に
ス
ト
レ
ー

ト
に
響
く
講
話
に
多
く
の
希
望

と
勇
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
だ
つ

た。
午
後
か
ら
は
こ
の
春
、
奄

美
に
赴
任
し
て
き
た
司
祭
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
奄
美

に
対
す
る
感
想
を
述
べ
た
ほ

か
、
司
教
を
囲
ん
で
基
調
講
話

の
演
奏
会
が
六
月
十
日
、
ザ
ビ

エ
ル
教
会
聖
堂
で
あ
っ
た
。

V
中
野
神
父
ラ
ジ
オ
出
演

教
区
広
報
部
長
の
中
野
裕

明
神
父
は
、
六
月
三
日
（
土
）

午
後
、

M
B
C
ラ
ジ
オ
に
出
演
。

ザ
ビ
エ
ル
滞
鹿
記
念
碑
へ
の
疑

問
に
答
え
、
「
親
し
み
ゃ
す
い

神
父
」
と
好
評
だ
っ
た
。

V
頼
畑
神
学
生

教
区
の
積
畑
広
仁
神
学
生

（
長
崎
コ
レ
ジ
オ
）
は
、
六
月

十
九
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
、

母
校
日
向
学
院
高
校
で
教
育
実

習
（
情
報
科
）
を
行
っ
た
。

ポルトガル・スペイン巡礼10日間

上野

会
と
催
し

の
感
想
や
質
問
な
ど
和
や
か
な

雰
囲
気
の
分
か
ち
合
い
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
二
時
か
ら
は
ミ
サ

が
さ
さ
げ
ら
れ
、
午
後
三
時
に

閉
会
し
た
。

同
会
で
は
総
会
時
に
は
「
い

の
ち
の
献
金
」
と
「
円
ブ
リ
オ

基
金
」
へ
の
協
力
も
訴
え
て
い

る
が
、
そ
の
理
解
も
年
ご
と
に

高
ま
っ
て
い
る
。
（
報
告
／
久

保
和
子
）

カトリック教師の会講演会・黙想会

日時 7月29日（土） 16時～30日（日） 11時

場所マリア山荘講師郡山司教

テーマ「それでも喜び・希望・感謝ーカトリッ

ク教育の目指すものJ
1側円（宿泊代・食事代含む）

岩崎正幸（ラ・サール高校阻268-3121)

参加費

問合せ

2
日
（
日
）
年
間
第
十
三
主
日

V
宣
教
奉
仕
者
選
任
式
・
カ
テ
ド
ラ
ル
－

U
時

3
日
（
月
）
聖
ト
マ
使
徒

9
日
（
日
）
年
間
第
十
四
主
日

V
竹
山
昭
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
七
年
）

日
日
（
日
）
年
間
第
十
五
主
日

凶
日
（
火
）
司
祭
評
議
会
・
教
区
本
部
・
日
時

幻
日
（
金
）
ユ
ゼ
ビ
ウ
ス
神
父
命
日
（
一
九
七
九
年
）

お
日
（
日
）
年
間
第
十
六
主
日

V
テ
ィ
エ
ン
師
司
祭
叙
階
式
・
カ
テ
ド
ラ
ル
－

H
時

針
日
（
月
）
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
研
修
会
・

j
お
日
ま
で

お
日
（
火
）
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

お
日
（
金
）
松
田
清
四
朗
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
七
四
年
）

m日
（
土
）
ア
ジ
ア
ユ
l
ス
デ
l
・
1
8月
5
日
ま
で

初
日
（
日
）
年
間
第
十
七
主
日

担
日
（
月
）
ハ
ヌ
ス
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
五
五
年
）

20人（催行最小人員15人）

ムイベルガ神父（谷山教会）

他宗教対話の会

グローノVレユースビューロー

皿099(223) 2175 担当

北
薩
地
区
教
会
の
交
流
と
研
修
を
目
的
に
し
た
「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
」
が
、
五
月
二
十

八
日
（
日
）
入
来
小
教
区
（
ア
ッ
シ
ャ
！
神
父
主
任
司
祭
）
に
あ
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
薩
来
園
」
で
あ
っ
た
。
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
百
五
十
人
の
信
者
た
ち
は
郡
山
司
教
の
講
話
で

「
神
の
本
気
さ
」
に
つ
い
て
学
習
し
、
ま
た
心
を
通
わ
せ
合
い
、
ミ
サ
と
聖
体
行
列
で
締
め
く
く

る
と
い
う
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
。

募集人員

同行司祭

主催

旅行手配

ザビ工ル生誕500年記念に行く

期間 9月18日～27日

内容ザビエルが東洋に向けて船出したリ

スボン、初めて日本から留学したベルナル

ド縁の地コインブラ、天正少年使節が歩い

た道、ファチマ、聖テレジアのアビラ、マ

ドリッド、 トレドなど



(4) 

今

年

三

月
、
旧
吉
田

町
に
位
置
す

る
鹿
児
島
市

宮
之
浦
町
に

「
グ
ル
ー
プ

ホ
l
ム
宮
之

浦
」
が
開
設

さ
れ
た
。
こ

の
ホ
l
ム
の

オ

ー

ナ

ー

は
、
吉
野
教

会
所
属
の
ア

ン
ト
ニ
オ
中

江
均
（
七
十

一
歳
）
さ
ん
。

中
江
さ
ん

は
奄
美
大
島

出
身
で
、
青
年
の
頃
福
祉
関
係

の
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
の
頃

か
ら
い
つ
か
自
分
で
福
祉
関
係

の
施
設
を
立
ち
上
げ
た
い
と
願

っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
頃
出

会
っ
た
ゼ
ロ

l
ム
神
父
の
姿
に

も
大
き
く
影
響
さ
れ
た
と
い

平成18年（2006)7月1日（毎月1日発行）

ム開設

均さん

自分の手でホ

中江吉野教会

・ン乙7 孝文玉三二牽m.J芸f(5e‘昌司Fプコト〕『J

文
ート＋・

3玄

俳

旬
（
思
川
俳
句
会
作
品
）

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第478号

う
。
今
回
、
念
願
か
な
っ
て
自
岨

宅
の
隣
に
開
設
す
る
こ
と
に
な
E

っ
た
ホ
l
ム
は
、
窓
か
ら
桜
島
一

も
臨
め
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
田
園

園
風
景
に
固
ま
れ
て
い
る
。
一

「
他
の
ホ
l
ム
に
入
所
し
た
一

信
者
さ
ん
が
周
り
に
気
を
使
い
E

教
会
に
行
き
に
く
く
な
っ
た
」
一

と
い
う
声
を
聞
い
た
と
い
う
中
園

江
さ
ん
は
、
「
信
者
さ
ん
が
入
一

所
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
周
り
に
一

気
兼
ね
な
く
教
会
に
足
を
運
べ
－

る
よ
う
、
一
緒
に
車
に
乗
せ
て
一

行
き
た
い
」
「
将
来
は
こ
の
地
－

域
が
信
者
村
み
た
い
に
な
れ
一

ば
」
と
夢
を
膨
ら
ま
し
て
い
る
。
一

V
問
合
せ
は
中
江
さ
ん
宅
ヘ
－

（
E
O
九
九
｜
二
九
四
上

δ
一

0
二）

均さん中江

純
心
学
園
田
村
鏡
子

雨
止
み
て
百
合
の
蓄
に
露
憩
う

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

鳥
帰
る
天
草
し
め
す
遠
明
り

ハ
レ
ル
ヤ
を
い
ざ
な
う
島
ヘ
夢
渡
す

短

歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

明

光

学

園

森

博

伸

結
ば
れ
ず
さ
み
し
く
果
て
た
初
恋
の
は
か
な
い

か
た
み
さ
く
ら
貝
の
う
た

（
評
）
上
旬
の
説
明
が
自
身
を
客
観
視
し
て

お
り
つ
つ
つ
し
世
」
を
感
じ
さ
せ
る
。

鹿
児
島
前
回
儀
子

ド
ビ
ッ
シ
i
の
曲
に
い
ざ
な
は
れ
ゆ
く
眠

り
胸
に
伏
し
置
く
姉
の
歌
集
は

純
心
学
園
田
村
鏡
子

つ
わ
の
葉
は
病
に
ょ
い
と
友
は
摘
む
誰
か
の

為
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

熊
本
北
野
真
実

ぽ
つ
ぽ
つ
と
夕
べ
の
庭
に
花
開
く
コ
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
の
小
さ
き
黄
色

生
誕
五
百
年
記
念

「
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
」

（
日
曜
日
）

「
ザ
ピ
エ
ル
ウ
ォ

i
ク」

祇
園
之
洲
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
碑
前
出
発

「
記
念
ミ
サ
」

カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

「
パ
ー
テ
ィ
ー
＆
生
誕
五
百
年
記
念
・
ザ
ビ

エ
ル
様
へ
の
手
紙
、
ザ
ビ
エ
ル
川
柳
展
」

ミ
サ
後
ザ
ピ
エ
ル
教
会
ホ
ー
ル
・
中
庭

※
奮
っ
て
ご
出
席
下
さ
い
。

8
月
日
日

第
一
部

日
時

第
二
部

ヮJ
土
寸

4
E
A
n
H
H
 

第
三
部

毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る
ザ

ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
だ
が
、
今

年
は
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
が
生
ま
れ
て
五
百
年
の
記

念
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

少
し
趣
向
を
凝
ら
し
、
八
月
十

三
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

郡
山
健
次
郎
司
教
の
意
向

（
評
）
自
然
を
愛
し
む
自
身
を
表
白
し
た
上

の
句
が
佳
作
と
し
た
。

阿
久
根
中
津
潰
フ
サ
エ

日
溜
り
の
水
辺
に
遊
ぶ
鷺
あ
り
て
午
後
の

一
時
餌
つ
つ
き
お
り鹿

児
島
春
山
マ
リ
子

母
の
如
く
愛
し
く
思
う
人
の
名
は
聖
母
マ

リ
ア
に
似
て
楽
し
け
り

出
水
遠
竹
睦
郎

北
薩
の
入
来
に
信
徒
ら
集
ひ
来
て
司
教
と

共
に
祈
り
捧
げ
む

純

心

学

園

川

上

和

清
ら
か
な
乙
女
の
讃
歌
こ
だ
ま
し
て
白
亜

の
聖
母
微
笑
み
て
立
つ

奄

美

林

明

子

雨
の
音
ト
タ
ン
に
ひ
び
く
こ
と
だ
ま
を
し
ず
か

に
き
く
ラ
ン
プ
て
ら
し
て

い
き
さ
き
も
わ
か
ら
な
く
て
な
や
ん
で
た
い
っ

ぱ
い
の
夢
か
か
え
な
が
ら
ね

鹿
児
島
田
平
新
太
郎

恵
際
簾
に
泳
ぐ
緋
鯉
存
尊
ば
ん
孫
の
振
舞
ふ
浴

衣
の
知
く

を
受
け
て
、
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記

念
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
信
徒

（
藤
山
喜
和
義
さ
ん
・
玉
里
教

会
）
を
委
員
長
に
迎
え
、
青
年

た
ち
が
動
け
る
場
を
設
け
て
、

大
勢
が
集
ま
り
楽
し
く
祝
え

る
、
生
誕
五
百
年
な
ら
で
は
の

企
画
を
と
、
準
備
を
進
め
て
い

マ
Q

。八
月
十
三
日
（
日
）
に
行

わ
れ
る
記
念
祭
で
は
、
午
後
三

時
か
ら
「
ザ
ビ
エ
ル
ウ
ォ
l
ク」

と
題
し
て
、
祇
園
之
洲
、
ザ
ビ
エ

ル
上
陸
記
念
碑
前
か
ら
ザ
ビ
エ

ル
教
会
ま
で
ザ
ビ
エ
ル
像
を
担

［
仕
事
］
「
草
取
り
な
ど
簡
単

な
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

心
当
た
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ザ
ビ
エ
ル
教
会
夜
回
り
の
会
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

E
O九
九

｜
二
一
一
六
｜
一
一
四
一
一
一

O
（
ザ
ビ

エ
ル
書
院
）

国圃司F

ιー

案

内

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

首
思
菌
端
よ
り
風
の
渡
り
ゆ
く

純
心
学
園
山
頭
信
子

パ
テ
レ
ン
の
や
さ
し
さ
偲
ぶ
根
引
山

「
ア
レ
ル
ヤ
」
の
声
尊
ば
ん
崎
津
ミ
サ

（
評
）
天
草
の
、
そ
し
て
根
引
山
の
夕
暮
が

身
に
せ
ま
る
捨
て
難
い
二
句

奄
美
松
畑
義
弘

梅
雨
晴
や
逆
さ
で
覗
く
軒
雀

純

心

学

園

川

上

和

行
楽
の
砂
像
の
官
昌
殿
天
に
伸
び

出
水
遠
竹
陸
郎

佳
飛
ぶ
里
に
心
は
向
ひ
た
り

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

花
々
と
笑
顔
ム
口
せ
て
思
い
寄
せ

鹿

児

島

本

城

愛

う
ど
ん
玉
一
つ
に
し
の
ぶ
父
の
夢

（
評
）
戦
死
さ
れ
た
父
を
偲
ぶ
結
句
が
よ
い
。

［
講
演
会
］

テ
I
マ
「
医
療
と
ス
ピ
リ
チ

ユ
ア
リ
テ
ィ
」
（
生
き
る
希

い
で
行
列
が
行
わ
れ
る
。

記
念
ミ
サ
は
午
後
五
時
か

ら
郡
山
可
教
の
司
式
で
ザ
ビ
エ

ル
教
会
で
行
わ
れ
、
ミ
サ
後
に

は
教
会
駐
車
場
で
生
誕
五
百
年

を
祝
う
パ
ー
テ
ィ
ー
も
聞
か
れ

る
。
ま
た
、
会
場
で
は
「
生
誕

五
百
年
記
念
・
ザ
ビ
エ
ル
様
へ

の
手
紙
、
ザ
ビ
エ
ル
川
柳
展
」

も
開
催
さ
れ
る
。

実
行
委
員
会
で
は
「
ザ
ビ

エ
ル
の
取
次
ぎ
を
願
う
祈
り
、

手
紙
・
川
柳
へ
の
応
募
を
通
し

て
教
区
全
体
で
意
識
し
て
欲
し

い
。
記
念
祭
’
自
体
に
も
た
く
さ

ん
の
信
徒
が
参
加
し
て
欲
し

い
。
目
標
五
百
人
！
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

作
品
募
集

「
生
誕
五
百
年
記
念
・
ザ
ビ

エ
ル
様
へ
の
手
紙
、
ザ
ビ
エ
ル

川
柳
展
」

［
募
集
対
象
］

V
ザ
ビ
エ
ル
様
へ
の
手
紙
（
葉

書
サ
イ
ズ
）
・
：
教
会
学
校
、

中
高
生

V
ザ
ビ
エ
ル
川
柳
：
・
一
般

［
展
示
場
所
］

ザ
ビ
エ
ル
教
会
及
び
教
区

本
部（

ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
参

望
へ
の
可
能
性
）

i
そ
の

人
ら
し
さ
を
支
え
る
と
は

ロ
ル
フ
・
ヴ
ェ
レ
ス

講
演
者

博
士

日
時
八
月
二
十
六
日
（
土
）

十
三
時

場
所
鹿
児
島
中
央
公
民
館

入
場
料
千
円
（
学
生
割
引
あ

り）

主
催
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ

ア
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ

E
S
（
選
）
題
。

阻
宗
窃
（
N
U
N
）
同
窓
h
F

奥
村

松
村

ザ
ビ
エ
ル
の
子
孫
と
し
て

「
キ
リ
ス
ト
に
子
供
が
い

た
」
衝
撃
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

で
人
気
を
呼
ん
で
い
る
映
画

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容

の
真
偽
は
と
も
か
く
、
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
、
多
く
の
人

の
関
心
を
呼
ぶ
に
は
違
い
な

先
日
、
プ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
の
親
戚
に
あ
た
る

冒
険
家
が
水
上
バ
イ
ク
で
日

本
に
来
て
話
題
に
な
っ
た
。

何
年
か
前
に
も
ザ
ビ
エ
ル
家

の
子
孫
と
い
う
方
が
観
光
客

と
し
て
ザ
ビ
エ
ル
教
会
に
来

て
い
た
。
そ
ん
な
時
「
ザ
ビ

エ
ル
の
子
孫
だ
っ
て
」
「
い

や
い
や
、
ザ
ピ
エ
ル
に
子
供

ザ
ビ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

加
者
の
投
票
に
よ
り
優
秀
作
品
一

を
選
び
、
教
区
報
に
掲
載
い
た
一

し
ま
す
）

［
応
募
締
め
切
り
］

八
月
九
日
（
水
）
必
着

応
募
は
そ
れ
ぞ
れ
郵
送
で
、

教
区
本
部
ま
で
。

［
黙
想
会
］

テ
i
マ
「
自
分
か
ら
、
始
め

ょ
う
、
イ
エ
ス
」

指

導

W
・
キ
ッ
ペ
ス
神
父

（
レ
デ
ン
プ
ト
i
ル
会
司
祭
）

日
時
七
月
十
五
日
（
土
）

十
時
i
十
六
日
（
日
）
十

六
時

場
所
研
修
の
家
（
司
教
館

隣
）
唐
湊
二
丁
目
二
i
十

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
お
問
合

せ
下
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ

E
西
宮
遺
日
（
お
）

HSω

E
宮

地

き

（

N
S）
き
一
時

は
い
な
い
っ
て
！
ザ
ビ
エ
ル

家
の
子
孫
だ
よ
」
っ
て
会
話

で
笑
っ
て
い
た
の
を
思
い
出

し
た
。教

会
で
神
父
は
、
自
分
が

洗
礼
を
授
け
た
信
徒
の
こ
と

を
時
々
「
自
分
の
子
供
」
と

呼
ぶ
。
「

O
Oさ
ん
は
、
ム

ム
神
父
の
子
供
だ
」
っ
て
初

め
て
聞
い
た
時
は
び
っ
く
り

し
た
も
の
だ
。
で
も
、
な
る

ほ
ど
、
悪
い
気
は
し
な
い
し
、

教
会
が
家
族
の
よ
う
に
自
分

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
神
様

の
前
で
み
な
家
族
。
ザ
ビ
エ

ル
が
伝
え
て
く
れ
た
こ
の
神

様
の
家
族
の
一
員
と
し
て
、

ザ
ビ
エ
ル
の
子
孫
と
し
て
、

そ
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
い

で
ゆ
き
た
い
。
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